
4April
2025
No.235



Contents　〈目次〉

Ｐ20

Ｐ21

April Ｎo.2352025 4

針谷市長からの
メッセージ

Ｐ4 - 11
3

4 - 11

12
13

14

15
16
17
18
19
20 - 21
22 - 23
24 - 25
26 - 35
36

全国へ、そして世界へ
古河のモノづくり力

＜特集＞
令和7年度施政方針/
古河市の予算

◆パスポート(旅券)が新しくなりました
◆市の組織機構の一部が変わりました/
　公民館等施設のWEB予約を開始しま
　した
◆住民票の様式が変わります/茨城県リ
　スキリング推進企業等表彰で市内企
　業が表彰されました/叙勲・大臣表彰

健康百科/私のオススメ!!
キラリ古河ビト
今月の古河っ子/わたしの夢
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/Enjoy！　スポーツ
少年団【新コーナー】
まちの話題Report！
古河っ子だより
古河インフォメーション
お知らせページ/広告
わたしのこがでくらすと/読者アンケー
ト

今月の表紙は
「公園でピクニッ
ク」

　うららかな春の日に友達みんなでピクニック。
穏やかな日の光が注ぐ公園で食べるお弁当は格別
です。「昆布のおにぎりおいしいね！」「私もイチ
ゴが食べたーい」とおいしそうに頬張る姿が印象
的でした。

　新年度がスタートしました。市役所では、時代
の変化に対応するため新たな部署を新設し、さま
ざまな事業や施策を各部各課で進めていきます。
　今年度は合併から20年となる節目の年。市全
体でさらなる一体感を醸成するため、記念となる
イベントを多数開催します。20周年は先人たち
が築いてきた古河史のマイルストーン。これから
も地道な取り組みを着実に進め、次の世代に引き
継ぎ、未来へとつないでまいります。
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■会社概要

己を磨き　人を育て　光を世界に

光商工株式会社

会社名：光商工株式会社
　　　　茨城工場
住所：下大野2000
電話番号：92-0355
従業員数：52人
　　　　　(企業全体：175人)

　
私
た
ち
は
、
日
本
で
初
め
て
漏
電
火
災

警
報
器
と
地ち

絡ら
く

方ほ
う

向こ
う

継け
い

電で
ん

器き

を
開
発
し
た

専
門
メ
ー
カ
ー
で
す
。

　
１
９
４
９
年
の
創
業
以
来
、
当
社
は
電

気
保
安
製
品
の
製
造
・
販
売
を
通
じ
て
、

社
会
の
安
全
と
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
１
９
６
５
年
に
完
成
し
た
茨
城

工
場
は
、
継
電
器
事
業
の
製
造
拠
点
と
し

て
、
汎は

ん

用よ
う

継
電
器
の
製
造
・
調
査
・
技
術

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
特
殊
設
備
を
備
え
、

高
度
な
技
術
力
を
生
か
し
、
高
品
質
で
信

頼
性
の
高
い
製
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発

に
挑
戦
し
、
電
気
の
安
全
を
支
え
る
企
業

と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲さまざまな製品を取り扱い、医療機関や建設関連企業、太陽電
池発電設備など幅広い業種で活用されています
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未来へ大きく夢広がる未来へ大きく夢広がる
古河市の実現に向けて

令 和 7 年 度 施 政 方 針

　
令
和
7
年
度
に
お
け
る
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と

主
要
施
策
等
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

古
河
市
長
　
針
谷
　
力

市
政
運
営
の
基
本
方
針

　
昨
年
12
月
16
日
か
ら
古
河
市
長
と
し
て

３
期
目
の
任
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
2
期
８
年
の

実
績
を
継
続
・
発
展
さ
せ
、
未
来
へ
大
き

く
夢
広
が
る
古
河
市
を
実
現
す
る
決
意
で

お
り
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
気
候
変
動
に
伴
う
豪
雨
災
害
の
多
発

化
な
ど
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
政

運
営
の
舵か

じ

取
り
が
難
し
い
時
代
を
切
り
拓ひ

ら

い
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
2
次
古
河
市
総
合
計
画
」
お
よ
び

「
古
河
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
地
域
の

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
な

が
ら
、
地
方
創
生
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

各
政
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
財
源
や

人
財
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

合
併
20
年
の
節
目
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
施
策
の
展
開
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
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>>>>>>>>>>

針谷市政3期目の重点政策

教
育
・
福
祉
の
充
実

　
本
市
が
将
来
に
わ
た
り
活
力
を
維
持

し
続
け
る
た
め
に
は
、
若
者
に
選
ば

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

都ま

市ち

で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
小
中

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
等
に
よ

り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。
学
校
施
設
の
改
修
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
で
、
充
実
し
た
環
境
の
下
、
質
の
高

い
教
育
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、
予
防

接
種
や
健
診
へ
の
支
援
等
を
通
じ
、
市

民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

都
市
基
盤
の
充
実

　
大
堤
地
区
で
は
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
向
け
、
文
化
・
産
業
・
商
業
の
交
流

機
能
を
備
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
拠

点
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
す

る
に
当
た
り
事
業
終
期
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
庁
を
挙
げ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
生
活

道
路
や
幹
線
道
路
の
整
備
、
消
防
防
災

機
能
の
向
上
を
着
実
に
進
め
る
こ
と

で
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
や
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

産
業
の
育
成

　
東
山
田
・
谷
貝
地
区
で
は
、
産
業
用

地
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
雇
用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
、
開
発
エ
リ
ア
の
拡
張
も
含

め
、
官
民
連
携
で
着
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
古
河
発
の
創
業
や
企
業
の
事
業

承
継
を
支
援
し
、
持
続
的
な
地
域
経
済

を
形
成
し
ま
す
。
古
河
駅
周
辺
を
は
じ

め
と
す
る
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
空

き
店
舗
の
利
活
用
促
進
に
取
り
組
み
ま

す
。
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今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

６
０
３・４
億
円
。
前
年
度
と
比
較
し
て

５
８・９
億
円(

10
・
８
％)

の
増
額
と
な

り
、過
去
最
大
の
予
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
お
い
て
は
「
第
２
次
古
河

市
総
合
計
画
」
の
第
Ⅲ
期
基
本
計
画
で
掲

げ
る
「
華
の
あ
る
都ま

市ち

古
河
」
の
実
現
に

向
け
て
「
地
域
の
特
性
を
活い

か
し
た
、
仕

事
を
つ
く
る
」「
移
住
と
定
住
を
促
し
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」「
若
い
世

代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
」「
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、
魅

力
的
な
地
域
を
つ
く
る
」「
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ

の
加
速
、EBPM

(

証
拠
に
基
づ
く
政
策

立
案)

に
よ
る
行
政
経
営
」
に
関
す
る
取

り
組
み
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、
市
が

直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
に
迅
速
・
的
確
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計 歳入
古河市に入るお金の内訳

市債
57.5億円

9.5％

603.4億円

歳入  自主財源
43.4％

 依存財源
56.6％地方自治体の税収の

差を調整するために
国から配分されるお金

諸収入
5.7億円

0.9％
その他
18.6億円

3.1％

使い道が指定された
国や県からのお金

国・県支出金
167.6億円

27.8％

地方交付税
68億円
11.3％

その他
48.4億円

8.0％

繰入金
14.9億円

2.5％

公共施設整備など
特定の目的に充てる

市の借金

個人や法人が納める
市民税、土地や家屋
などに課税される
固定資産税など

市税
222.7億円

36.9％

古河市の予算
一般会計603.4億円

（前年度比 10.8％増）

令和7年度

　市が自ら徴収するお金
である自主財源に対し、
国や県から定められた目
的のために交付されるお
金を依存財源と言いま
す。自主財源の割合が大
きいほど、行政運営がし
やすくなります。

自主財源と
依存財源とは？

　市税は、定額減税の終了や所得
の増加などにより個人市民税の増
額が見込まれることから、昨年度
に比べ13.5億円の増加となりま
す。

+13.5億円
R6当初：209.2億円
R7当初：222.7億円

■市税の増加額

過去最大の税収額
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>>>>>

　扶助費や人件費など、
支出が義務付けられてい
るため簡単に削減できな
い経費を義務的経費と言
い、道路や学校などの建
設に要する経費を投資的
経費と言います。

義務的経費と
投資的経費とは？

扶助費が過去最大

　扶助費は、高齢化の進展や障が
い福祉サービス利用の増加、また
子育てをしている人たちへの支援
拡充により年々増加していること
から、昨年度に比べ17.6億円の
増加となります。

＋17.6億円
R6当初 ：153.4億円
R7当初 ：171億円

■扶助費の増加額

※端数処理により数値が一致しない場合があります。

投資的経費
12.4％

603.4億円

歳出
その他の経費
38.1％

人件費
77.7億円

12.9％
職員の給与や

議員の報酬など

市債(借金)の償還
道路、学校などの
建設に要する経費

事業や団体等の
補助に要する経費

公債費
49.8億円

8.3％

普通建設事業費
74.6億円

12.4％

施設などの管理に
要する経費

物件費
99.8億円

16.5％

補助費等
68.8億円

11.4％

特別会計や企業会計に
支出する経費

繰出金
52億円

8.6％

その他
9.7億円

1.6％

義務的経費
49.5％

保健・医療・福祉などの
社会を支える経費

扶助費
171億円

28.3％

200

企業会計とは…
自らの収益で運営している上下水道事業の
ことです

一般会計とは…
市の基本的な仕事(福祉、教育など)を行う
予算です。主に市税で賄っています

特別会計とは…
国民健康保険など特定の事業を行うために、
一般会計と分けて設けられている独立した
予算です(全6会計)

40 60 80 100

一般会計
603.4億円

61％

特別会計
292.3億円

29％

企業会計 98.8億円
　　10％

令和7年度の全ての予算：994.5億円

（単位：％）

古河市が支払うお金の内訳

一般会計 歳出
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その他の取
・ ・ ・ ・

り組み

地域の特性を活かした、仕事をつくる

継続 新たなまちづくり拠点と産業用地の創出　▶7,774万円

　未来産業用地開発事業において「大堤地区」では、基礎調査の
一環として開発による交通影響調査を実施しており、最適な道路
網と施設規模を検討します。 「東山田・谷貝地区」では、立地企
業4社による造成工事が進んでおり、市においても円滑な事業の
進捗に向け、周辺の道水路整備を行います。また、約9.5ヘクター
ルの北側拡張エリアについて、地権者の意見を踏まえながら、新
たな企業の誘致を進めます。

移住と定住を促し、新しい人の流れをつくる

継続 若い世代の移住・定住の促進　▶3,580万円

　市内居住誘導区域で新たにマイホームを取得する39歳以下の
若者世帯や、15歳以下の子どもを養育する子育て世帯に対して
引き続き奨励金を交付し、移住・定住の促進を図ります。

新たなまちづくりの構想検討　▶658万円

　昨年度に実施した、大堤南部地区全体のまちづくりの方向性
や整備手法等の検討調査を踏まえ、整備手法別の構想案を検討
し、事業化に向けたまちづくりの方針をまとめます。

継続

詳細は
市ホームページで

確認できます
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>>>>>

と令 和 7 年 度 ５つの重点施策５つの重点施策

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

新規 こどもの居場所づくりを支援　▶3,176万円
　こどもの権利を保障し、こどもを誰一人取り残さず、健やかな成長を社会全体で後押しす
る「こどもまんなか社会」の実現を目指します。この取り組みの一つとして、こども食堂を
はじめとする居場所づくりに向けてコーディネーターを設置し、実施団体の育成や運営支援
等を行います。また関係団体との連携を強化・充実させることで、困難を抱えるこどもを早
期に支援できる体制を整備します。

継続 給食費の無償化・食物アレルギー等および市外通学者支援 ▶4億3,281万円
　昨年度から実施している小中学校給食費の無償化を継続し、子育て世帯の経済的負担軽減
を図ります。また食物アレルギー等により給食の提供を受けていない児童生徒や、市外へ通
学する児童生徒に対する支援も継続し、一人一人に寄り添ったきめ細かな支援を行います。

新規 ハザードマップの更新　▶1,028万円
　市民の防災意識の向上を図り、水害時の避難行動に役立てるため、県が管理する河川の浸
水想定区域を反映したハザードマップを作成します。

安心な暮らしを守り、魅力的な地域をつくる

継続 総和地域交流センターの整備　▶14億5,665万円
　12月の開館に向け、建設工事を行っています。引き続き、安
全に配慮しながら着実に整備を進めます。

GX・DX の加速

新規 電子図書館の導入および図書システムの更新　▶8,464万円
　9月から電子図書館を開始し、いつでもどこでも読書ができる環境を整備します。また図書
館システムの更新に併せ、LINE機能を用いた蔵書検索やオンラインによる利用登録のほか、
スマホでの利用証提示などのデジタル化を進め、利便性向上と読書環境の充実を図ります。

>>>>>

その他の取
・ ・ ・ ・

り組みとྩ  7 年  ５つの重点施策５つの重点施策

地域の特性を活かした、仕事をつくる

継続 新たなまちづくり拠点と産業用地の創出　▶7,774万円

　未来産業用地開発事業において「大堤地区」では、基礎調査の
一環として開発による交通影響調査を実施しており、最適な道路
網と施設規模の検討を進めます。 「東山田・谷貝地区」では、産
業用地の整備を進めており、立地企業4社による造成工事が進ん
でいます。円滑な事業の進捗に向け、市においても周辺整備を進
めます。また、約9.5ヘクタールの北側拡張エリアについて、地
権者の意見を踏まえながら、新たな企業の誘致を進めます。

移住と定住を促し、新しい人の流れをつくる

継続 若い世代の移住・定住の促進　▶3,580万円

　市内居住誘導区域へ新たにマイホームを取得する39歳以下の
若者世帯や、15歳以下の子どもを養育する子育て世帯に対して
引き続き奨励金を交付し、市内定住の促進を図ります。

新たなまちづくりの構想検討　▶658万円

　今年度に実施した大堤南部地区全体のまちづくりの方向性や
整備手法等の検討調査を踏まえ、整備手法別の構想案を検討し、
事業化に向けた整備スケジュールの策定を進めます。

継続

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

新規 子どもの居場所づくりを支援　▶3,176万円
　子どもの権利を保障し、子どもを誰一人取り残さず、健やかな成長を社会全体で後押しす
る「こどもまんなか社会」の実現に向け、古河市こども計画の策定を進めています。こども
食堂をはじめとする居場所づくりに向けてコーディネーターを設置し、実施団体の育成や運
営支援等を行います。また関係団体との連携を充実・強化することで、困難を抱える子ども
を早期に支援できる体制を整備します。

継続 給食費の無償化・食物アレルギー等ٴび市外通学者支援　▶4億3,176万円
　昨年度から開始した小中学校給食費の無償化を継続し、子育て世帯の経済的負担軽減を図
ります。また食物アレルギー等により給食の提供を受けていない児童生徒や、市外へ通学す
る児童生徒に対する支援も継続し、一人一人に寄り添ったきめ細かな支援を行います。

新規 ハザードマップの更新　▶1,028万円
　市民の防災意識の向上を図り、水害時の避難行動に役立てるため、県が管理する河川の浸
水想定区域を反映したハザードマップを作成します。

安心な暮らしを守り、魅力的な地域をつくる

継続 総和地域交流センターの整備　▶14億5,665万円
　令和7年12月のオープンに向け、建設工事を行っています。
引き続き、安全に配慮しながら着実に整備を進めます。

GX・DX の加速

新規 図書システム更新および電子図書館の導入　▶943万円
　9月から電子図書館を開始し、いつでもどこでも読書ができる環境を整備します。また図書
館システムの更新に併せ、LINE機能を用いた蔵書検索やオンラインによる利用登録のほか、
スマホでの利用証提示などのデジタル化を進め、利便性向上と読書環境の充実を図ります。

詳細は
市ホームページで

確認できます
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　安心して子育てができる環境の整備に向け、1カ月児健康診査にかかる費用の一部
を助成し、乳児の疾病の早期発見と健康の保持・増進を図ります。

互いに支え合うまちづくり健康福祉

　骨粗しょう症になるリスクが高い女性を対象に、骨粗しょう症検診にかかる費用
の一部を助成し、生涯にわたる市民の健康づくりを支援します。

拡充 地域相談支援センターの増設　▶110万円

　障がい者やその家族から地域相談支援センターへ寄せられる相談件数は年々増加し、相談内容も複雑
化・多様化しています。そのため、同センターを1カ所増設し、充実した相談支援を行います。

人が育ち文化の息づくまちづくり教育文化

小中学校等避難所施設への空調機整備　▶15億1,375万円

　指定避難所となっている小学校15校と中学校6校の体育館に空調設備を整備します。また三和図書館の空
調設備とトイレ改修を実施し、避難所としての機能強化を図ります。

継続

古河第一中学校の長寿命化　▶6億4,329万円

　長寿命化対策に引き続き取り組みます。今年度から2年間で普通教室棟の改良工事を実施します。

継続

校内教育支援センターの設置　▶3,353万円

　不登校から学校復帰する段階や不登校の兆候が見られる生徒に対して、自分のペー
スで学習・生活できる環境を整備し、学校内での居場所を確保するため、各中学校
に校内教育支援センターを設置し、指導員を配置します。

小中学校ICT教育　タブレット端末の更新　▶6億230万円

　児童生徒に1人1台の端末を整備してきましたが、導入から5年が経過したため、今
年度から2年間で端末を更新し、充実した教育環境を維持します。

新規

新規

新規 1カ月児健診に対する一部公費負担の開始　▶482万円

骨粗しょう症検診に対する一部公費負担の開始　▶275万円新規
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>>>>>

公園施設の計画的な維持管理　▶1,300万円

　公園施設の安全確保と維持管理を計画的に行うため、長寿命化計画を策定します。
国の交付金等を活用しながら計画的な修繕を行うことで、施設の長寿命化を推進し、
ライフサイクルコスト(施設等の計画・設計から解体までの全期間にかかる費用)の
削減と修繕コストの平準化を図ります。

魅力的で利便性の高いまちづくり都市基盤

SDGs未来都市推進事業支援補助金の創設　▶100万円

　SDGs未来都市推進事業支援補助金を新たに創設し、古河市SDGsパートナー等に
よる民間主体の取り組みを支援します。市民・企業・行政などが連携しながら、地
域におけるSDGsの普及・展開を推進します。

地域のみんなでまちづくり市民協働

市内空き店舗の実態調査　▶1,788万円

　市内にある空き店舗の有効活用を図るため、地域の商業環境や消費者ニーズの調
査・分析を行います。分析結果を基に関係機関と連携しながら、出店希望者とのマッ
チング支援等を実施し、商店街の活性化やまちのにぎわい創出を目指します。

活気とにぎわいのあるまちづくり産業労働

一般廃棄物処理施設将来構想の策定　▶1,725万円

　市内ごみ処理施設の老朽化等の現状を踏まえ、安定かつ効率的なごみ処理を行うために、どのような施
設が必要となるかについての検証を進め、構想を策定します。

生活環境 安全で快適なまちづくり

継続

市の魅力発信　▶2,529万円
　ブランド戦略「こがくらす」について、引き続き動画制作ワークショップを実施
するとともに、古河の魅力を共有する新たな取り組みとして、動画コンテストを開
催します。

まちづくりを支える行政経営行財政

継続

新規

新規

新規
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パスポート(旅券)が新しくなりました
　3月24日申請受理分から、偽造・変造対策を大幅に強化した新しいパスポートの発給を開始しました。変
更点や申請方法などの詳細は、市ホームページをご覧ください。

【問】 市民総合窓口室℡22-5111

主な変更点

申請区分
手数料合計額 内訳

収入印紙
茨城県収入証紙

改正前 改正後 改正前 改正後

10年旅券
窓口(紙)

16,000円
16,300円

14,000円 2,000円
2,300円

オンライン 15,900円 1,900円

5年旅券
(12歳以上)

窓口(紙)
11,000円

11,300円
  9,000円 2,000円

2,300円

オンライン 10,900円 1,900円

5年旅券
(12歳未満)

窓口(紙)
  6,000円

  6,300円
  4,000円 2,000円

2,300円

オンライン   5,900円 1,900円

残存有効期間
同一旅券※

窓口(紙)   6,000円   6,300円
  4,000円

2,000円 2,300円

オンライン   5,900円 1,900円

交付までにかかる日数が増えます

　新しいパスポートは国立印刷局で作成するため、申請から交付まで
11日間程度かかります(土・日曜日、祝日などの閉庁日を除く)。従来よ
りも時間がかかるため、海外への渡航が決まったら、早めに申請をして
ください。申請の目安は旅行の1カ月前までです。
※従来のパスポートも有効期間内であれば使用できます。

仕様を変更しました

　顔写真ページがプラスチック基材になり、レーザーで印字・印画します。

新規申請がオンラインで行えます

　これまでの更新申請に加え、新規申請もオンラインで行えます。オンライン申請では戸籍情報がシステム
連携されるため、戸籍謄本の提出が不要になり取得費用もかかりません。

手数料が改定されました

　窓口(紙)申請とオンライン申請では、金額が異なりますのでご注意ください。

▲外務省のパスポートイメージ
キャラクター「パスポくんＴＭ」

※氏名や本籍地等に変更があった場合や査証欄の余白が少なくなった場合に、現在お持ちのパスポートの有
効期間を引き継いだ新たなパスポートのこと。
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　市の組織機構の一部が変わりました
　市では、さらなる市民サービスの向上や業務の効率化を目指し、組織機構を見直しました。それに伴い、
一部業務の所管課が新しくなりました。

【問】 企画課℡92-3111

名称を変更した部署

所管課が変更になる業務

新設した部署

■産業戦略課(古河庁舎)
産業政策の企画推進や商工業の振興等を所管
※商工観光課を分割再編。

■観光物産課(古河庁舎)
観光政策やふるさと納税の推進等を所管
※商工観光課を分割再編。

■教育政策室(古河庁舎)
教育委員会の重要政策の企画立案や総合調整等を
所管

●カーボンニュートラルの推進に関する業務
➡ 企画課

●統計調査に関する業務
➡ デジタル推進課

●ふるさと納税に関する業務
➡ 観光物産課

　市内の公民館(さくら館・ふれあい館を除く)、交流センター、三和図書館の会議室などが、4月(6月利用分)
からWEBで予約できるようになりました。利用するには事前登録が必要です。

【問】 社会教育施設課℡92-4501

公民館等施設のWEB予約を開始しました

IT戦略課 デジタル推進課旧 新

▲スマホの予約システム画面

②届いたメールに記載されたURLから団体情報を登録

③市内公民館等施設の窓口で本人確認書類を提示し、承
認されると、ご自身のスマホやパソコンから予約できま
す
※社会教育関係登録団体など、使用料減免のある団体は
登録証を持参してください。

①右の2次元コードから予約システムサイトに
移動し、ページ下部にある緑色のボタン「利用
者登録事前入力」からメールアドレスを入力し
て送信

事前登録の流れ 公民館・交流センターは、6月
利用分から学生サークルも利用
できます！
(保護者の連絡先が必要です)

13   -  広報古河　2025.4



　住民票の様式が変わります
　地方公共団体情報システムの標準化に関する法律の施行に基づき、5月26日から様式を変更します。詳細
は、市ホームページをご覧ください。

【問】 市民総合窓口課℡92-3111

　令和8年5月25日までは、戸籍届け出をした人
のみ振り仮名が記載されます。
　届け出をしていない人は、市に現在登録してあ
る読み仮名が令和8年5月26日以降に順次自動的
に振り仮名として記載されます。

●氏名の振り仮名の記載が変わります
個人形式：市内の異動履歴が詳しく記載されます
世帯連記式：住所履歴は現住所と転入前住所、窓口交
付の場合は申し出により市内前住所が記載されます
※必要な記載事項は提出先にご確認ください。

●様式が個人形式と世帯連記式に分かれます

茨城県リスキリング推進企業等表彰で
市内企業が表彰されました

　2024年度茨城県リスキリング推進企業等表彰で、市内企業の
有限会社櫻井運輸が「ベストプラクティス賞」を受賞しました。
　この賞は、企業人のリスキリングの推進に積極的に取り組み、
顕著な成果があった企業を表彰するものです。リスキリングと
は、企業・企業人が意欲的に必要なスキルを獲得する・させるこ
とで、企業や社会全体の生産性が向上していくことが期待される
ものです。

【問】 産業戦略課℡22-5111
▲左から近藤副市長、針谷市長、有限会社
櫻井運輸の櫻井社長、櫻井専務

高齢者叙勲

篠
し の

崎
ざ き

泉
いずみ

さん
(88歳、古河)

元古河第一中学校長

瑞宝双光章

▲個人形式

【異動履歴】
令和元年１２月６日届出（令和元年１２月４日異動
（転居））
異動項目：住所
異動前：茨城県古河市長谷町38番18号
異動後：茨城県古河市下大野2248番地

留意事項：

異動項目：住所を定めた年月日
異動前：平成２５年４月１日
異動後：令和元年１２月４日
留意事項：

【以下余白】

20260526 古河市 本庁１ プリンタ001 011 1/1 
※戸籍において氏又は名の振り仮名の届出がされていない場合は、【氏空欄】又は【名空欄】と表示されます。

この写しは、住民票の原本と相違ないことを証明する。

古河市長 ●● ●●

この印は黒色です

氏名の振り仮名 コガ 【名空欄】

令和7年5月26日

住民票

個人番号 １２３４ ５６７８ ９０１２

氏名 古河 花子
住民票コード １２３４ ５６７８ ９０１

旧氏 総和 生年月日 昭和５０年１月１日

世帯主 古河 太郎 性別 女

続柄 妻 住民となった
年月日 平成２３年４月１日

住所 茨城県古河市下大野2248番地

住所を定めた
年月日 令和元年１２月４日

届出日 平成２３年４月１日

本籍 茨城県古河市下大野2248番地 筆頭者 古河 太郎

転入前住所 東京都千代田区霞が関２丁目１番２号

＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊

印

▲世帯連記式

古河 太郎

東京都千代田区霞が関２丁目１番２号

20260526 古河市本庁１ プリンタ001 011 1/1
※戸籍において氏又は名の振り仮名の届出がされていない場合は、【氏空欄】又は【名空欄】と表示されます。

この写しは、住民票の原本と相違ないことを証明する。

古河市長  ●● ●●

この印は黒色です

住所 茨城県古河市下大野2248番地
世帯主

氏名の振り仮名 コガ 【名空欄】 個人番号 １２３４ ５６７８ ９０１２
住民票コード １２３４ ５６７８ ９０１

住民となった年月日 平成２３年４月１日
住所を定めた年月日 令和元年１２月４日

届出日 平成２３年４月１日
生年月日 昭和５０年１月１日 性別 女 続柄 妻 筆頭者 古河 太郎
本籍 茨城県古河市下大野2248番地

転入前住所
＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊
＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊

氏名の振り仮名 個人番号
住民票コード

住民となった年月日

住所を定めた年月日

届出日
生年月日 性別 続柄 筆頭者
本籍

転入前住所
＊＊＊ ＊＊＊
＊＊＊ ＊＊＊

氏名の振り仮名 個人番号
住民票コード

住民となった年月日

住所を定めた年月日

届出日
生年月日 性別 続柄 筆頭者
本籍

転入前住所
＊＊＊ ＊＊＊
＊＊＊ ＊＊＊

氏名の振り仮名 個人番号
住民票コード

住民となった年月日

住所を定めた年月日

届出日
生年月日 性別 続柄 筆頭者
本籍

転入前住所
＊＊＊ ＊＊＊
＊＊＊ ＊＊＊

令和7年5月26日

住民票

氏名 古河 花子

旧氏 総和

氏名 【以下余白】

旧氏

氏名

旧氏

氏名

旧氏

1

2

3

4

印

　5月26日6時30分からは世帯連記式で交付され
ます。現住所や転入前住所以外の住所履歴が必要
な人は、窓口または郵送で個人形式を請求してく
ださい。
※5月25日はコンビニ交付が終日停止します。

●コンビニ交付で取得できる様式が変わります

主な変更点

中央小学校

文部科学大臣表彰

キャリア教育優良学校

 広報古河　2025.4 - 14



ブラク

新しい認知症観

認知症は誰でも発症する可能性があります 周囲のサポートが重要です

シニアのパワーで古河を元気に！

こがキラメンバー　HAL

【チーム概要】
練習日：日曜日
時間：8時30分～12時
場所：ハピネスデンキ㈱
グラウンド(谷貝1296)
電話：090-3524-5049
(井上)

古河キングフィッシャー

　市内在住で59歳以上の人が活動しているソフ
トボールチームです。キングフィッシャーは古河
市の鳥『カワセミ』という意味で、市の花『ハナ
モモ』と共にユニフォームの色やデザインに取り
入れています。昨年は、発足2年目で全国大会の

「ねんりんピックはばたけ鳥取2024」に出場しま
した。一緒にソフトボールを楽しみたい人は、ぜ
ひ、ご連絡ください！

【問】古河福祉の森診療所　赤荻榮一医師℡48-6521

　新しい認知症観とは「認知症になったら人生終わ
り」と考えることをやめようという考え方です。こ
れは国から示された取り組みであり、認知症になっ
ても、今まで通りの生活を送れるというように認識
し直すことです。
　高齢になれば、程度の違いはありますが、ほとん
どの人が認知症になると言っても過言ではありませ
ん。「あれ、あの人の名前が思い出せない」といっ
た物忘れは誰でも経験したことがあると思います。
認知症は、その物忘れが増えて、次第に脳の働きが
全体的に低下してしまう病気です。

　手足が不自由になれば、できなくなることが出て
きますが、それは他人が見ても一目で分かるため、
助けることは容易です。認知症は、体が元気でも脳
の働きが低下しているため、できないことが増えて
いきます。それは外から見ただけではまったく分か
りませんが、できないことがある点は同じです。そ
れを周囲の人が認識し、サポートすればいいという
ことです。
　現代の医学では認知症を治せませんので、できな
いことを直そうとしたり、怒ったりせずに助けてあ
げることが大切です。周囲の人も考えを変えましょ
う。
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▲どんぐり祭りで活躍する児童 ▲米作りに真剣に取り組みました ▲ニュージーランドの高校生と会話

表彰式に参加した西村務校長(右)と田中知彦教諭(左)

中央小学校の皆さん

キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰を受賞

子どもの経験値を増やす機会を

　
学
校
行
事
や
体
験
活
動
を
通
し
て
、
人

間
性
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
目
指
し
て
い

る
中
央
小
学
校
。
そ
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
2
月
に
第
17
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優

良
学
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の

自
立
に
向
け
た
能
力
な
ど
を
育
て
る
教
育

で
あ
り
、
同
校
の
田
中
教
諭
を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
学
校
祭
の
「
ど

ん
ぐ
り
祭
り
」
は
児
童
の
成
長
を
大
き
く

感
じ
ら
れ
た
活
動
の
一
つ
で
、
令
和
5
年

度
か
ら
児
童
主
体
で
出
し
物
の
企
画
を
始

め
た
事
が
き
っ
か
け
で
す
。
最
初
は
学
級

内
の
考
え
が
ま
と
ま
ら
ず
、
け
ん
か
を
す

る
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
互
い
の

意
見
を
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
姿
勢
に
変

わ
り
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
楽
し
む
た
め

の
工
夫
を
一
人
一
人
が
考
え
た
こ
と
で
、

当
日
は
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
「
米
作
り
体
験
」
と
し
て
市
内
農

家
の
協
力
の
も
と
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り

ま
で
実
際
の
米
作
り
を
体
験
。
生
産
過
程

や
生
産
者
の
思
い
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
と
田
中
教
諭
は
話
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
節
目

の
年
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
さ
ら
な
る

飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
西
村
校
長
は
語
り
ま

す
。
か
し
こ
く
、
や
さ
し
く
、
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が
楽
し

み
で
す
ね
。
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お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メールの
場合は件名を「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住所・電話
番号」を明記し、city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp( シティプロモーション課℡92-3111)へ申し込みください♪

いい子が育つ古河

　私はこれまでバスケットボールを続けてきて、多
くのけがを経験しました。その度にドクターの方に
治療していただき、心身ともに支えられました。け
がの治療だけでなく、プレーについての話や、落ち
込んでいる時の励ましの言葉のおかげで、けがによ
る不安や焦りが和らぎました。その経験から、私も
選手の体だけでなく、心も支えられるようなスポー
ツドクターになりたいと思うようになりました。
　これから、医療の専門的な知識を習得することは
もちろん、さまざまな人と積極的に交流し、スポー
ツに親しみながら、夢に向かって歩んでいきます。

選手の心身を支える
スポーツドクターに

青木麟
り ん

さん  古河第二中学校3年生

わが家のアイドル♡いつも

笑顔をありがとう！

鈴
す ず

木
き

里
り

弥
み

 ちゃん
(令和6年6月生まれ)

生まれてきてくれてありが

とう！　愛してるよ♡

大
お お

里
さ と

琉
る

空
あ

翔
と

 くん
(令和5年7月生まれ)

いつまでも仲良し姉妹でい

てね！　パパママより

石
い し

嶋
じ ま

茜
あ か

音
ね

 ちゃん(左)
(令和4年12月生まれ)

毎日癒やしをありがとう♡ 

元気にすくすく育ってね！

神
か み

永
な が

司
つ か

冴
さ

 くん
(令和5年12月生まれ)

元気いっぱい生まれてきて

くれてありがとう♡

山
や ま

中
な か

瑛
え い

太
た

 くん
(令和6年7月生まれ)

生まれてきてくれてありが

とう♡元気に育ってね！

佐
さ

藤
と う

楓
かえで

 ちゃん(右)
(令和6年9月生まれ)
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発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
見
た貨

幣
の
歴
史

紀
ま
で
全
国
に
流
通
す
る
貨
幣
は
発
行

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

で
発
行
さ
れ
た
数
多
く
の
種
類
が
輸

入
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

５
０
０
年
ほ
ど
前
の
城
跡
で
あ
る
東
の

門
西
の
門
城
跡
に
お
い
て
も
、
当
時
使

わ
れ
て
い
た
銅
銭
が
数
多
く
見
つ
か
っ

て
お
り
、
広
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

は
じ
め
に

　
土
地
改
良
事
業
に
先
駆
け
て
、
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で
を
1
次

か
ら
7
次
に
分
け
、
山
田
地
区
で
東
の

門
西
の
門
城
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
は
、調
査
で
出
土
し
た
遺
物(

昔

の
生
活
に
使
用
さ
れ
た
物)

の
う
ち
、

市
内
で
発
見
さ
れ
た
最
古
の
貨
幣
を
含

む
銭
貨
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
お
金
の

歴
史
と
併
せ
て
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

市
内
で
最
古
の
お
金

　

日
本
で
初
め
て
、
広
く
流
通
す
る

貨
幣
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら

１
３
０
０
年
ほ
ど
前
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
当
時
の
中
国
王
朝
で
あ
る
、
唐

に
倣
っ
た
国
家
づ
く
り
を
目
指
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
銅
で
作
ら
れ
た
貨
幣

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
和
同
開
珎
と
名

付
け
ら
れ
た
こ
の
貨
幣
は
、
７
０
８
年

に
作
ら
れ
た
日
本
最
古
の
貨
幣
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
約
２
５
０
年

に
わ
た
り
、
12
種
類
の
貨
幣
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
朝
廷
が
発
行

し
た
貨
幣
と
い
う
意
味
で
皇
朝
十
二
銭

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
政
府
が

さ
ま
ざ
ま
な
流
通
促
進
策
を
行
っ
た
た

め
、
都
の
周
辺
な
ど
で
は
流
通
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
で
は
米
や

布
な
ど
が
貨
幣
の
代
わ
り
と
し
て
使
わ

れ
、
貨
幣
は
あ
ま
り
流
通
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
県
内
で
は
、
当
時
の

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
少
な

く
、
約
20
遺
跡
で
25
枚
ほ
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　
山
田
地
区
の
発
掘
調
査
で
は
、
3
次

調
査
時
に
「
富ふ

寿じ
ゅ

神し
ん

宝ぽ
う

」
が
2
枚
、
7

次
調
査
時
に
「
隆り

ゅ
う

平へ
い

永え
い

宝ほ
う

」
が
1
枚
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
平
安
時

代
初
め
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内

で
は
初
め
て
の
出
土
で
し
た
。
ま
た
、

県
内
で
は
同
じ
遺
跡
内
か
ら
複
数
発
見

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
今
回
の
出
土

は
大
変
貴
重
と
言
え
ま
す
。

輸
入
さ
れ
た
お
金

　
そ
の
後
、
貨
幣
の
流
通
は
一
度
途
切

れ
る
も
の
の
、
12
世
紀
半
ば
、
中
国
で

発
行
さ
れ
た
銅
銭
の
輸
入
を
機
に
再
び

流
通
が
始
ま
り
ま
す
。
国
内
で
は
16
世

　
特
に
４
次
調
査
時
に
は
、
１
カ
所
か

ら
ま
と
ま
っ
て
45
枚
の
銅
銭
が
見
つ
か

り
、
中
央
の
穴
に
は
紐
で
ま
と
め
ら
れ

た
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
に
出
土
し
た
銅
銭
を
見
て
い
く
と
、

最
も
古
い
も
の
で
、
和
同
開
珎
の
モ
デ

ル
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
唐
で
発
行
さ

れ
た
も
の
か
ら
、
15
世
紀
の
明
王
朝
時

代
に
発
行
さ
れ
た
も
の
ま
で
、
そ
の
年

代
は
さ
ま
ざ
ま
。
ま
た
、
種
類
も
多
岐

に
わ
た
り
、
当
時
の
貨
幣
の
流
通
状
況

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

山
田
地
区
の
発
掘
調
査
で
は
、

1
万
５
千
年
以
上
前
の
旧
石
器
時
代
か

ら
４
０
０
年
前
の
江
戸
時
代
ご
ろ
ま

で
、
各
年
代
の
生
活
の
痕
跡
や
遺
物
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
公
開

し
た
展
示
「
発
掘
さ
れ
た
古
河
〜
東
の

門
西
の
門
城
跡
〜
」
が
６
月
１
日
ま
で

三
和
資
料
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
文
化
振
興
課
学
芸
員
　
大
久
保
芳
紀

▲山田地区で出土した隆平永宝(796年発行・左)と富寿神宝(818
年発行・右)
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古河図書館

　冬も間近のある朝咲いた、
季節はずれのたんぽぽ。その
健気な存在を見つけたのは、
子犬のマールと、街ねこのミ
－シャで…。街のかたすみで
懸命に生きる、ちいさなもの
たちの友情と、めぐる命の奇
跡を描いた物語。

出版社…金の星社

【児童書/読み物】
ちいさな花咲いた

野中柊　作

　江戸時代後期、蘭学を志す
者たちが、日本国中に現われ
た。その中で、大坂に「適
塾」を創った緒方洪

こ う

庵
あ ん

と、佐
倉に「順天堂」を起

た

ち上げた
佐藤泰

た い

然
ぜ ん

が、ひときわ輝きを
放ち…。

出版社…PHP研究所

　まっくろな色をした盲導犬
のロロ。視覚障がい者のシュ
ウくんと出会い一緒に暮らし
てきましたが、盲導犬として
仕事ができるのは10歳ごろ
まで。大好きなシュウくんと
も、お別れの日がやってきて
…。

出版社…リーブル

　豊かな記憶の海へ、そして
まだ見ぬ明日へ、足腰は弱っ
ても、こころは旅に遊ぶ—。
90歳を越えた作家・五木寛
之が、時代や加齢に微苦笑で
応じる、一読痛快、五木流抱
腹人生論。

出版社…新潮社

【一般書/随筆】
こころは今日も旅をする

五木寛之　著

【絵本】
ぼくはまっくろ

原陽子　文

【一般書/小説】
蘭医繚

りょう

乱
ら ん

海堂尊　著

古河サッカー少年団【古河SS】

　市内5つの少年団(スクール)とGOKAJFC(五霞町)から、
さらなるレベルアップを目指す6年生、5年生(4年生若干名)
が参加しており、トップ・セカンドの2チームに分かれて活
動中です。
　関東圏内はもとより、全国トップレベルのチームと切

せ っ

磋
さ

琢
た く

磨
ま

し、人間性を育むとともに、目指すは茨城県チャンピオン。
　低学年向けのスペシャルスクールも新設し、選手だけでな
く、指導者も成長できるように頑張っています！

チームデータ

▼活動日時
火・金曜日：18時～20時
土・日曜日、祝日：終日
▼活動場所
古河第三小学校、古河第四小学
校、リバーフィールド古河ほか
▼問
青木次男
℡090-5511-4763 ▲6年生：大阪遠征でFC古

河出身の鈴木徳真選手と
▲5年生：チームOBの浦上仁騎選手・宇都木峻選手と交流
(古河第三小学校)

新コーナー
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いざというときに備えて
古河市消防春季点検式

▲生き物クイズや自然を探すゲームを楽しみました

　3月1日、古河公
く

方
ぼ う

公園でECOフェスタ古河
2024を開催しました。
　当日は、生態学者の五

ご

箇
か

公一氏による外来生物
についての講演や自然と触れ合えるネイチャー
ゲームのほか、ボランティア団体等が展示・体験
ブースを出展。来場者は、各コーナーを通して外
来生物や環境問題に対する意識を高めました。

公方公園の未来を守る！
ECOフェスタ古河2024

▲消防団員による一斉放水では、寒空にきれいな虹がかかりました

このまちにもう一度恋をする
みんなのきゅんする古河
写真展

▲夕暮れの新三国橋の写真に心を奪われる来場者

　2月23日、イーエス中央運動公園で令
和7年古河市消防春季点検式を開催し、
全27個分団の消防団員と古河消防署管
内の署員が一堂に会して、消防ポンプ自
動車の機械器具点検や一斉放水などを行
いました。
　今年は新たに、県防災ヘリによるつり
上げ救助訓練や消防車両の展示のほか、
はしご車の搭乗、ポンプ車からの放水体
験などを実施。団員や署員と笑顔で触れ
合う大勢の子どもたちでにぎわいました。

　2月22日～3月2日、ショッピングセンターあ
かやまJOYで「みんなのきゅんする古河写真
展」を開催しました。
　こがキラphotoクラブの5期生が主体となり、
Instagramで募集した古河できゅんとした瞬間の
写真を展示。来場者は、みんなのときめきが詰
まった作品を楽しんでいました。
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▲古河桃むすめからハナモモの花束を贈られた石破首相

古河桃むすめが表敬訪問
石破首相に
古河桃まつりをPR
　2月20日、古河桃むすめ6人と針谷市
長、渡辺観光協会会長、赤坂市議会議長、
永岡衆議院議員らが石破首相を表敬訪問
しました。
　桃むすめの近藤望

み

来
く

さんが首相にハナ
モモの花束を渡し、野澤ここなさんが

「桃源郷を思わせる景色を堪能できる」と
PR。また針谷市長から、合併20周年記念
でライトアップを行う説明を聞いた首相
は「夜

よ

桃
も も

？」と笑顔を見せるなど、終始
和やかな雰囲気での訪問となりました。

名手の語りで永井作品を堪能
古屋和子ひとり語り

　3月2日、古河文学館で永井路子氏生誕100年を
記念し、古屋和子ひとり語りを開催しました。
　語りの名手である古屋氏が打楽器奏者の和田啓

け い

氏と共演し、永井作品『悪
あ く

禅
ぜ ん

師
じ

』『恋の奴
やっこ

』の語
りを披露。参加者からは「迫力に圧倒された」

「目を閉じると情景が鮮明に浮かんできた」など
の声が聞かれました。

▲参加者は古屋氏の巧みな語りに聞き入っていました

アナウンサーのスキルを学びました
出前授業「あなせん」開催

▲児童たちは積極的に質問や発表をしていました

　2月22日、駒込小学校でフジテレビアナウン
サーによる「あなせん」が行われました。
　市出身の木村拓也氏がインタビューのポイント
を説明した後、児童たちが木村氏にインタビュー
を行い、その内容を発表。児童たちは、木村氏の
経験を交えたユーモアある話を楽しんで聞きなが
ら、伝え合うことへの理解を深めました。
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ࠐ
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在園児以外も利用でき
ます。みんな遊びに来
てね！

　子育て支援センターは、子への༡び場の提供と子育て
のお手伝いをする所です。みんなで一ॹにՎったり体ૢし
たりするなど、さまざまな活動をしています。
　とその子ども(おおむͶ3歳未満)や、৷中の人およ
びその家が利用できます。0歳児で初めて利用する場合
は、事前にお問い合わせください。
　また、育児相談も随時受け付けています。育児等でん
だときはお近くの支援センターにぜひ、おӽしください。

各施設の詳細や活動は、古河市地域子育
て支援センターホームページをご覧くだ
さい。活動によっては予約や参加費が必
要です

からのご案内

子育て支援
センター

ԉηϯλʔʹͬ͜Γࢧҭͯࢠ

อҭॴ࢛ୈཱࢢՏݹ	

4݄の主な活動
ʓはじめまして会
ʓイースター制作
ʓママ࠲ߨ(ウエルカムボード)
ʓこいの΅り制作

問　第࢛保育所
(新ٱ田245-5)
ί48-6557

ԉηϯλʔͳΧϑΣࢧҭͯࢠ
	ͳอҭԂ


4݄の主な活動

問　はなもも保
育園(ਔ連853
-1)
ί75-2000

ԉηϯλʔ͜ͱࢧҭͯࢠ
	͜ͱอҭԂ


問　こばと保育
園(ү部1648-1)
ί92-2616

4݄の主な活動
ʓ身体ଌ定
ʓイースター制作
ʓこどもの日制作
ʓの日制作

ʓイースターエッグ作り
ʓこいの΅りࡱ影会
ʓ生会
ʓマグカップ作り



ˎ医療機関
西：茨城西ೆ医療センターප院(境ொ2190　℡87-8111)
༑：༑愛記念ප院(౦ڇ谷707　℡97-3000)
赤：古河赤ेࣈප院(下山ொ1150　℡23-7111)
古：古河総合ප院(ߵ1555　℡47-1010)

※実施時間外の受診については、ஜメディカルセンター
ප院(℡029-851-3511)でも小児救ٸに対応しています。

খٸٹࣇ医療ྠ൪表

ˎ診療時間
月～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日：9時～16時
※毎月第3日曜日はྠ番ࢭٳ日(ٳ診)となります。

ˎ対年ྸ　
15歳未満

　小児ྠ番ප院は、入院治療を必要とする子どもの救ٸ
医療を行っています。事前に電話でご相談ください。

ˎ茨城県救ٸ医療情報システム
　ホームページ内にある「小児ྠ番検ࡧ」から、ٳ日や夜間に子どものٸප時の
対応をしている医療機関を探すことができます。
˗茨城子ども救ٸ電話相談　℡050-5445-2856(受付時間：24時間365日)
　大人を対とした電話相談も受け付けます

時間外当番ༀہの
情報はこちら

な変更がある場合は、市ホームページٸ※
でお知らせします。
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のձؗࢱ古河	ԉ՝ࢧ業　　　　　　　　　        問　子ҭてแׅࣄくりͮ߁݈ί4�-���1
ೕ༮߁݈ࣇ診ࠪ ର 場所 日ظ ड付時ؒ

1歳6カ月児健診
R5年9月1日～10月17日生 古河福祉の会館 5/8 

※対者にはҊ内
を個別通知します。

R5年9月1日～10月31日生 三和地域福祉センター 5/9 

3歳児健診

R3年11月1日～12月1日生 古河福祉の会館 4/18 

R3年11月1日～11月30日生 健康のӺ 4/23 

R3年11月1日～12月24日生 三和地域福祉センター 5/13 

૬ஊ ༰ 場所 日ظ 時ؒ

5カ月児相談 身体計ଌ、ೕ食の話、ふれあい༡び、育児
相談(子健康手ா、問診票、バスタオル持参) 健康のӺ 5/12 

※対者には
Ҋ内を個別通
知します。

発ୡ相談
(予約੍)

༿がい、身体の動きが気になる等、ೕ༮ݴ
児の心理や発ୡに関する個別相談

健康のӺ 5/15 
9時20分～
15時30分

古河福祉の会館 5/22 

৷・子育て
相談いちごのわ
(予約੍)

৷・産後の相談、育児相談、身体計ଌ
ʦ子健康手ா、バスタオル(2歳未満のみ)持参ʧ健康のӺ

4/16 
9時30分～

4/30 

　

1Χ݄݈ࣇ、�ʙ�Χ݄݈ࣇ、
�ʙ11Χ݄݈ࣇ	公අෛ୲
をड͚ましΐう ˙ΠΦスϗーϜΘんͺ͘

スςーシϣン
 日　4/27ظ
問　イオスホームわんͺく
ステーションί23-4120

˙Ϡンνャ森
 日　4/28ظ
問　Ϡンチャ
　　ί92-9033

子ҭてؗٳ

　乳児一般健康診査受診ථを使用して医療機関で
受けられます。1カ月児健診は令和7年4月1日以
降に生まれた人が対象です。
問　 子育てแׅ支援課ί48-6881

※4月から「5カ月児相談」と「৷・子育て相談いちごのわ」の会場は古河福祉の会館と健康のӺになります。

日 月 火 水 木 金 土
4/1 2 3 4 5
西 西 西 赤 西

6 7 8 9 10 11 12
西 西 古 西 西 赤 西
13 14 15 16 17 18 19
༑ 西 古 西 西 赤 西
20 21 22 23 24 25 26
診ٳ 西 古 西 西 赤 西
27 28 29 30 5/1 2 3
༑ 西 赤 西 西 赤 西
4 5 6 7 8 9 10
༑ 赤 西 西 西 赤 西
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市民大学ではɺ年ؒを通しͯさ·͟·な学ͼの場を
༻ҙしͯい·͢

古河市ຽେ学のごҊ
˙第1　ັྗ͋ΔָثのੈքʙϚϦンόฤʙ
日時　5月18日 13時30分
場所　サンワックスホールスペースU古河
ର　市内在住・在ۈ・在学の人等
ఆһ　50人(多数ந選)
費༻　500円(中学生以下300円)
ࢯ保ѥ希ٱ師　大ߨ
ਃ4　ݶظࠐ月30日 
ਃࠐ・問　 生涯学習課
ί22-5111

年ؒスケδϡーϧ

7月 (全2回)࠲講ࡿ

9月～R8.2月
合併20周年記念講࠲
ϛュージアムタウンのアートフル・ライ
フ～ത物館学ܳ員が話す古河にまつわる
あれこれ～(全6回)

11月～12月ࠒ 魅力ある楽器の世քへ～リコーμー編～

R8.1月～2月ࠒ 防災講࠲

R8.2月ࠒ 地域フΝシリテーターཆ成講࠲

※日程は変更になる場合があります。

　(仮শ)古河市新公会堂基本構想・基本計画を策定するに当たり、市民のօさんにご意見をい、より良い
計画策定を目指します。パネル展開催期間中は、市役所各庁ࣷと社会教育施設などに資料を配置しています
ので、アンケートへのごڠ力をおئいします。

	Ծশ
古河市৽公ձಊجຊߏ・جຊܭը	தؒใࠂ
に
うύネル展・ҙݟώアϦンά・γンϙδウムの開催

˙パωϧల
4月21日 16時ʙ4月27日 14時　ؒظ
場所　イオン古河店(Ѵ町1-2r17)
　　　ジョイフル本田古河店(ڇ谷347)
　　　三和図書館
˙ҙ見ώアϦング
日時　4月27日 11時ʙ14時
場所　イオン古河店(Ѵ町1-2r17)
　　　ジョイフル本田古河店(ڇ谷347)
　　　三和図書館
˙アンケート
4月21日 16時ʙ4月27日 14時　ؒظ
場所　市役所古河・総和・三和庁ࣷほか21施設
※詳細は、2次元コードをごཡください。

˙シンポδϜ
日時　5月11日 13時30分ʙ15時30分
場所　共和電設とねミドリ館
༰　
ԋ①ɿ地域におけるホールとจ化事業の必要性ߨ
(ত和Ի楽大学٬員教त)ࢯ༞ڮ師　古ߨ
ԋ②ɿ公立จ化施設整備の潮流とこれからߨ
(大学Ӄ教तژ東)ࢯ師　小ྛ真理ߨ
パネルディスカッションɿ市民とともに創る新たなจ化
のڌ点
ϞσϨーλー　ҏ東ਖ਼示ࢯ(᷂シアターワークショップ
代表)
問　 プロジΣクト推進課ί92-3111
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ਤॻؗ	ࣨ
͓はなしձ

ਤॻؗࡾ˙
日　①4月5日②4月12日・26日③4月20ظ
日 
時ؒ　①②14時ʙ14時40分③10時30分ʙ11時10分
࣮施ஂମ　①あけ΅の会②࿕読サークルすずめ③さ
くらん΅
問　三和図書館ί75-1511
˙Ϣーηンλー,*ਫ
日時　4月12日14時ʙ14時40分
࣮施ஂମ　あけ΅の会
問　ユーセンターKI防水ί31-3211
ి設とͶϛドϦؗڞ˙
日時　4月12日14時ʙ14時40分
࣮施ஂମ　みどりの会
問　共和電設とねミドリ館ί92-4000
˙中ԝ公民ؗ
日時　4月19日14時ʙ14時40分
࣮施ஂମ　まつ΅っくり
問　中央公民館ί92-4501

　現代書ஃを代表する書家が合併20周年を記念し
て「ڷނ」をテーマにᝰ書で表現します。
 4月26日ʙ6月24日　ؒظ
時ؒ　9時ʙ17時(入館は16時30分まで)
場所　ᝰࠁඒज़館
日　月曜日(5月5日は開館)、4月30日 、5月ؗٳ
7日 ・23日 
費༻　200円(小中高生50円)
問　ᝰࠁඒज़館ί22-5611

　各団体によるੲ遊ͼなどのブースや、キッチン
カーが多数出店します。ステージでは子どもたちが
主役のμンスや和ଠޑ発表に加え、イバライΨー
ショー、バルーンパフォーマンスなど夢とロマンに
あふれたイベントを開催します。
日時　4月26日10時ʙ15時
場所　共和電設とねミドリ館
問　古河こどもまつり運営委員会事務局
( 生涯学習課内)ί22-5111　

　スポット展示「จ学の෩ܠʙ描かれた古河ʙ」と
テーマ展「ӬҪ路子の習作時代」について、担当学
ܳ員がイチ推し資料や展示の楽しみ方など、分かり
やすく解આします。
日時　5月17日11時(約60分)
場所　古河จ学館展示室
ఆһ　15人程度
費༻　200円(小中高生は無料)
ਃ4　ؒظࠐ月18日 9時ʙ
ਃࠐ・問　古河จ学館ί21-1129　

ʙͦうだ！　จ学ؗߦこうʙ
古河จ学ؗΪϟϥϦートーΫ

߹ซ 20 प年記೦
古河こͲもまつり

߹ซ 20 प年記೦　ڐ
㆓

զ
ㆋ

ᝰ
ㆦ ㇓

ॻ
㆗ ㇇

展



૯ிࣷ　℡92-3111
古河ிࣷ　℡22-�111
ிࣷ　℡��-1�11ࡾ
のӺ　֤課௨電話番号߁݈
古河ࢱのձؗ　֤課௨電話番号

֤ிࣷの住所は33ϖーδを͝ཡください
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日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
3
カ
月
前
か

ら
6
カ
月
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　
免
除
が
認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
保
険

料
を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
。
利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

ਃ
ࠐ
ɾ
　

国
保
年
金
課
、
下
館

年
金
事
務
所
℡
０
２
９
６
‐
２
５
‐

０
８
２
９

市
・
県
民
税
の

納
付
方
法
の
ご
確
認
を

　
令
和
７
年
度
市
・
県
民
税
の
納
税
通

知
書
を
6
月
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
方

法
を
変
更
す
る
場
合
、
口
座
振
替
依
頼

書
で
の
申
し
込
み
は
５
月
30
日
ま
で

に
、
ペ
イ
ジ
ー
・
̬
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受

付
サ
ー
ビ
ス
で
の
申
し
込
み
は
6
月
10

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
時
期
に
よ
り
、
希
望
す
る
納

付
方
法
が
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

˔
ೲ

ॻ
ೲ

ˣ
ޱ
࠲
ৼ
ସ

˔
ৼ
ସ
ํ
๏
の
ม
)ߋ

શ
ೲ
⾷
ظ
ผ)

ỏ

金
༥
ػ
ؔ
の
ม
ߋ

口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
、
ま
た
は
ペ

イ
ジ
ー
・
̬
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー

ビ
ス
で
申
し
込
み

˔
ޱ
࠲
ৼ
ସ
ˣ
ೲ

ॻ
ೲ


口
座
振
替
廃
止
届
を
提
出

　

収
納
課

軽
自
動
車
税
の
減
免
受
け
付
け

ର
　
次
の
①
～
③
い
ず
れ
か
を
満
た

す
軽
自
動
車

①
障
が
い
の
あ
る
人
が
使
用(

所
有)

す

る
軽
自
動
車
、
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る

人
の
た
め
に
生
計
を
一
に
す
る
人
が
使

用(

所
有)

す
る
軽
自
動
車
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
も
の

②
軽
自
動
車
の
構
造
が
、
身
体
障
が
い

者
の
利
用
に
役
立
て
る
た
め
の
も
の

③
社
会
福
祉
法
人
が
所
有
し
、
本
来
の

৬छ ༺࠾
༧ఆ डݧ資֨ 年齢ཁ件

建ஙٕ師 若ׯ名

、の資֨を持つ人࢜建ஙڃ1
または民間企業や行政機関
等において、工事に関する
設計・施工の職務経験を直
近5年間のうち3年以上有す
る人

ত和55年4月
2 日 以 ߱ に 生
まれた人土木ٕ師 若ׯ名

の資࢜土木施工管理ٕڃ1
֨を持つ人、または民間企
業や行政機関等において、
工事に関する設計・施工の
職務経験を直近5年間のう
ち3年以上有する人

社会
福祉࢜ 若ׯ名 社会福祉࢜の資֨を持つ人

語ݴ
ௌ֮࢜ 若ׯ名 の資֨を持つ人࢜語ௌ֮ݴ

　建築ٕࢣ、土木ٕࢣ、社会福祉࢜、言語ௌ覚࢜の৬
員をืूします。

市所৬һ募ू	ਵ࣌募ू


日　7月中०ʙ下०(申込者に通知)ݧࢼ
場所　市役所総和庁ࣷ(予定)
ਃ6　ݶظࠐ月23日 
ਃࠐ・問　 ৬員課
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事
業
目
的(

障
が
い
者
等
の
訪
問
介
護

や
送
迎
等)

に
使
用
す
る
も
の

ਃ


ॴ　

市
民
税
課
、

市
民

総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
６
月
２
日
㈪

　

市
民
税
課

寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
へ
の

介
護
用
品
の
現
物
支
給

　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
に

対
し
、
紙
お
む
つ
等
の
介
護
用
品
を
月

１
回
自
宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

ର
　
紙
お
む
つ
等
を
必
要
と
し
、
次

の
①
②
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
同
居
の
家
族

①
要
介
護
４・５
と
認
定
さ
れ
て
い
る

②
要
介
護
３
の
認
定
を
受
け
、
認
定
調

査
で
「
排
尿
」
ま
た
は
「
排
便
」
の
項

目
が
「
介
助
」
ま
た
は
「
見
守
り
等
」

に
該
当

ࢧ
څ
ֹ(

ݶ

ֹ)

○
市
民
税
課
税
世
帯
：
月
額
3
千
円

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
：
月
額
6
千
円

ର


　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ

ド
、
使
い
捨
て
清せ

い

拭し
き

タ
オ
ル
等

※
支
給
品
目
カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
択
。

ਃ
　ࠐ

高
齢
介
護
課
、

市
民
総

合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

へ
申
し
込
み

ิ
ॿ
　ֹ

対
象
経
費
の
4
分
の
３(

上

限
10
万
円)

ิ
ॿ
݅
　
5
件

˙
ઌ
ಋ
త4%

(
T

ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ

①SD
G

s

の
達
成
に
資
す
る
こ
と
が
明

確
で
あ
る
こ
と
②
2
団
体
以
上
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
企
業
・
団
体
等
の
連
携

に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

ิ
ॿ
　ֹ

対
象
経
費
の
10
分
の
10(

上

限
50
万
円)

ิ
ॿ
݅
　
１
件

※
補
助
の
対
象
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
6
月
20
日
㈮

ਃ
ࠐ
ɾ
　

企
画
課

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の

受
け
付
け	

追
加


　

令
和
７・８
年
度
の
建
設
工
事
、
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
、
物
品
・

役
務
提
供
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
の
追
加
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

༗
ޮ
ظ
　ؒ
10
月
1
日
～
令
和
９
年
3

月
31
日

˙
ݐ
ઃ

ࣄ
ỏ
ݐ
ઃ
ί
ϯ
α
ϧ
λ
ϯ
τ

ۀ



ਃ
ࠐ
ظ
　ؒ
５
月
７
日
㈬
～
13
日
㈫
ࢠి

※
茨
城
県
入
札
参
加
資
格
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
を
初
め
て
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
手
続
き
と
予
備
登
録
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
、
茨
城
県
土
木
部
監
理
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

˙


ɾ


ఏ
ڙ


ਃ
　ࠐ
５
月
７
日
㈬
～
13
日
㈫
に

契
約
検
査
課
へ
提
出

　

契
約
検
査
課

企
業
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
し
ま
す

　

古
河
市
公
式:oV5VCe

チ
ャ
ン
ネ

ル
で
市
内
20
社
の
企
業
に
よ
る
45
秒
の

Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
就
職

活
動
の
情
報
収
集
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な

ど
、
市
内
企
業
を
知
る
き
っ
か
け
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

産
業
戦
略
課

第
３
次
古
河
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
の
策
定

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
・
事
業
所

意
識
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
男
女

共
同
参
画
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す

る
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

人
権
推
進
課

※
初
回
申
請
が
15
日
以
前
の
場
合
は
申

請
月
か
ら
支
給
可
。

　

高
齢
介
護
課

℡
９
２
‐
４
９
２
１

令
和
７
年
度
特
別
障
害
者
手
当
等

と
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額

ᶃ
ಛ
ผ
ো

ऀ
ख


月
額
２
万
９
５
９
０
円

ᶄ
ো

ࣇ

ࢱ
ख


月
額
１
万
６
１
０
０
円

ᶅ
ಛ
ผ
ࣇ
ಐ
ැ
ཆ
ख


１
級
：
月
額
５
万
６
８
０
０
円

２
級
：
月
額
３
万
７
８
３
０
円

ᶆ
ࡏ

৺

ো

ࣇ

ࢱ
ख


月
額
３
千
円

※
①
②
③
に
つ
い
て
は
、
年
1
回
所
得

状
況
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
④
は
②
と

の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

障
が
い
福
祉
課

℡
９
２
‐
４
９
１
９

古
河
市4%

(
T

未
来
都
市
推
進
事

業
支
援
補
助
金

　
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
・
団
体
等
が
取
り

組
む
事
業
に
係
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

˙4%
(

T

ී
ٴ
ଅ
ਐ
ࣄ
ۀ

SD
G

s

の
普
及
促
進
に
資
す
る
こ
と
が

明
確
で
あ
る
こ
と
等

県)1

市)1

˞ྩ7年ɺ古河市は合ซ20प年で͢ɻ主なΠϕントにʮ合ซ20प年ه೦ʯのףを付͚࣮ͯ施しͯい·͢ɻ
ରとなΔ事業にはɺλΠトϧの಄にᶖを付͚ͯい·͢ɻ
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ର

ɹ

4
月
2
日
～
令
和
8
年
4
月
1

日
の
期
間
に
、
18
歳
お
よ
び
22
歳
に
到

達
す
る
市
内
在
住
の
人ï

日
本
人
住
民

に
限
るð　

ਃ
ࠐ
ɾ

ɹ

6
月
2
日
㈪
ま
で
に
除
外

申
出
書
と
必
要
書
類
を
提
出

総
務
課

市
立
博
物
館

友
の
会
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

会
員
に
な
る
と
、
古
河
歴
史
博
物

館
・
古
河
文
学
館
・
篆て

ん

刻こ
く

美
術
館
へ
の

入
館
が
1
年
間
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
刊
行
物
も
し
く
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

අ
༻　
家
族
５
千
円
、
大
人
３
千
円
、

小
中
高
生
千
円

༗
ޮ
ظ
　ݶ
令
和
８
年
３
月
31
日

ਃ
ࠐ
ɾ
　
古
河
歴
史
博
物
館

℡
２
２
‐
５
２
１
１

  

イ
ベ
ン
ト

古
河
市
合
同
企
業
説
明
会

˙+PC 'FTUJWBM JO ,0
(

" 2025


　࣌
４
月
19
日
㈯
13
時
～
16
時

院
と
申
込
場
所
で
配
布
し
て
い
る
申
請

書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
。

ਃ
ࠐ

ॴ　

環
境
課
、

市
民
総

合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

※
郵
送
は

環
境
課
宛
て
。

　

環
境
課

浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
の
交
付

　
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ର
　
公
共
下
水
道
認
可
区
域
や
農
業

集
落
排
水
採
択
区
域
外
で
合
併
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人

※
申
請
方
法
や
補
助
要
件
等
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ɾ
　

環
境
課

道
路
に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

　
道
路
に
落
ち
た
泥
の
塊
は
、
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。
ト
ラ
ク

タ
ー
等
の
泥
は
必
ず
落
と
し
、
道
路
を

汚
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
畑
の
法の

り

面め
ん

が
崩
れ
や
す
い
場
所
は
、
土
留
め
等

の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
政
課

第
4
次
古
河
市
健
康
づ
く
り
基
本

計
画
の
策
定

　
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
な
ど
の
社
会
情
勢
に
合
わ

せ
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
一
人
一
人
の
健

康
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
策
定
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
３

市
民
総
ぐ
る
み
清
掃


　࣌
５
月
18
日
㈰
8
時

※
荒
天
時
は
25
日
㈰
に
実
施
。　

　

環
境
課

犬
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
飼
い
犬
・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す(

先
着
、
予
約

不
可)

。

ิ
ॿ
金
ֹ

・
不
妊
手
術(

雌)

：
１
頭(

匹)

4
千
円

・
去
勢
手
術(

雄)

：
１
頭(

匹)

3
千
円

ਃ
　ࠐ
手
術
日
か
ら
30
日
以
内
に
、
証

明
書
ま
た
は
領
収
書
を
添
付
し
た
申
請

書
を
提
出

※
対
象
な
ど
の
詳
細
は
、
市
内
動
物
病

第
10
号
農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

総
務
大
臣
か
ら
４
人
の
行
政
相
談

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
行
政
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
付

け
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
困
り
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ߦ

૬
ஊ
ҕ
һ(

ܟ
শ
ུ)

鈴
木
悦
子(

け
や
き
平)

℡
４
７
‐
１
０
８
１

青
木
充(

下
大
野)

℡
９
２
‐
１
７
４
５

渡
邊
誠
一(

上
辺
見)

℡
３
２
‐
６
２
８
０

倉
本
仁
司(

尾
崎)

℡
７
６
‐
５
５
０
０

　

市
民
協
働
課

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を

望
ま
な
い
人
へ

　
市
で
は
自
衛
隊
職
員
が
自
衛
官
募
集

案
内
を
配
布
す
る
た
め
、
法
令
等
に
基

づ
き
自
衛
隊
に
対
象
者
情
報(

氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別)

を
提
供
し

て
い
ま
す
。
提
供
を
望
ま
な
い
人
は
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
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ॴ　

C

コO
K

コO
G

ガA
 O

オ

フ

ィ

ス

FFIC
E (

本
町

４
‐
２
‐
27)

ର
　
令
和
８
年
３
月
に
高
等
学
校
・

専
門
学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
等

を
卒
業
予
定
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
既
卒

３
年
以
内
の
求
職
者
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
希
望
者

　
古
河
市
合
同
企
業
説
明
会
実
行
委

員
会(

産
業
戦
略
課
内)

親
子
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
募
集

　
親
子
で
手
軽
に
で
き
る
テ
ン
ト
泊
体

験
や
野
外
調
理
体
験
、
親
子
間
交
流
を

行
い
ま
す
。

ظ
　
5
月
31
日
㈯
・
6
月
1
日
㈰


ॴ　
さ
し
ま
少
年
自
然
の
家(

境
町

伏
木
２
０
９
５
‐
３)

ର
　
市
内
在
住
・
在
勤
で
小
学
１
年

生
が
い
る
親
子

ఆ
һ　
10
家
族
40
人
程
度

※
費
用
等
の
詳
細
は
、　

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
４
月
27
日
㈰

ਃ
ࠐ
ɾ
　

生
涯
学
習
課

三
和
資
料
館
ス
ポ
ッ
ト
展
示

˙
ൃ
۷
さ
れ
た
古
Տ
Ỗ
౦
の


の




Ỗ

ల
ࣔ
ظ
　ؒ
6
月
1
日
㈰
ま
で

࣌
　ؒ
10
時
～
18
時

ٳ
ؗ
　

月
曜
日(

５
月
５
日
は
開

館)

、
4
月
30
日
㈬
、
5
月
7
日
㈬
・

30
日
㈮

　
三
和
資
料
館
℡
７
５
‐
１
５
１
１

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会


　࣌
４
月
18
日
㈮
①
11
時
②
14
時　

(

約
35
分)


ॴ　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

අ
༻　
無
料(

展
示
室
の
見
学
は
有
料)

ۂ
　
シ
ュ
ー
マ
ン
「
バ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
ニ
短
調
」

　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
文
学
館
展
示
の
ご
案
内

˙
จ
ֶ
の
෩
ܠ
Ỗ
ඳ
͔
れ
た
古
Տ
Ỗ

　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
に
登
場
す
る

古
河
の
風
景
を
、
文
章
と
写
真
を
組
み

合
わ
せ
た
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

ظ
　ؒ
4
月
26
日
㈯
～
7
月
23
日
㈬

අ
༻　
２
０
０
円(

小
中
高
生
50
円)

　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
公く

方ぼ
う

公
園
教
室

˙
͋
お
ͧ
Β
ଠ
ۃ
ݓ
ڭ
ࣨ


　࣌
４
月
30
日
～
７
月
２
日
の
水
曜

日(

全
10
回)

10
時
～
11
時
30
分

※
天
候
に
よ
り
延
期
の
場
合
あ
り(

予

備
日
７
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬)

。

ߨ
　ࢣ
中
川
伸
治
氏

˙
͋
お
ͧ
Β
Ϥ
Ψ
ڭ
ࣨ


　࣌
５
月
１
日
～
７
月
10
日
の
木
曜

日(

全
10
回)

10
時
～
11
時
30
分

※
天
候
に
よ
り
延
期
の
場
合
あ
り(

予

備
日
７
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭)

。

ߨ
　ࢣ
染
野
智
子
氏

ừ
ڞ
௨
ࣄ
߲
Ử

ର
　
15
歳
以
上(

中
学
生
を
除
く)

ఆ
һ　
30
人(

先
着)

අ
༻　
３
千
円(

申
込
時
納
入)

ਃ
ࠐ
ɾ
　
4
月
７
日
㈪
～
29
日
㈫
９

時
～
17
時
に
本
人
が
直
接
申
し
込
み

古
河
公
方
公
園
管
理
事
務
所

℡
４
７
‐
１
１
２
９

古
河
市
文
化
協
会
か
ら
の
ご
案
内

˙
͔߳
Իの

Μ

ί
ϯ
α
ồ
τ


࣌
ɹ

4
月
20
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時


ॴ
ɹ
野
木
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル(

野
木
町

友
沼
１
８
１)


ɹ
う
た
声
ひ
ろ
ば
「
カ
ナ
リ
ア
」(

担

当
：
鈴
木)

℡
０
９
０
‐
２
４
９
４
‐

６
４
５
９

˙
Լ
૯
ඒ
ज़
ల

ظ
　ؒ
５
月
21
日
㈬
～
25
日
㈰

࣌
　ؒ

９
時
～
17
時(

21
日
は
13
時
か

ら
、
25
日
は
15
時
ま
で)


ॴ　
野
本
電
設
工
業
コ
ス
モ
ス
プ
ラ

ザ　
下
総
美
術
会
事
務
局(

担
当
：
鈴
木)

℡
７
６
‐
８
４
７
６

サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河
の
催
し

˙
μ
ϯ
Ϙ
ồ
ϧ

࿏
で
༡
΅
͏
ʂ


　࣌
５
月
３
日
㈯
・
4
日
㈰
①
10
時

②
11
時
③
13
時
④
14
時
⑤
15
時

ର
　
小
学
生
以
下(

小
学
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴)

ఆ
һ　
各
８
人(

先
着)

［
グ
ル
ー
プ
で

の
申
し
込
み
可
］

අ
༻　
４
０
０
円(

ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ

フ
ト
1
個
付
き)

ਃ
ࠐ
ظ
　ؒ
４
月
19
日
㈯
10
時
～

˙
ά
ϥ
ϯ
υ
ϐ
Ξ
ϊ
Λ
ͻ
ͱ
り
じ
め


　࣌
5
月
５
日
㈪
9
時
～
17
時

ఆ
һ　
16
組(

先
着)

අ
༻　
30
分
５
０
０
円(

60
分
ま
で)

ਃ
ࠐ
ظ
　ؒ
４
月
20
日
㈰
10
時
～

ਃ
ࠐ
ɾ
　
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
ス

ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

℡
２
２
‐
５
５
２
０

˞ྩ7年ɺ古河市は合ซ20प年で͢ɻ主なΠϕントにʮ合ซ20प年ه೦ʯのףを付͚࣮ͯ施しͯい·͢ɻ
ରとなΔ事業にはɺλΠトϧの಄にᶖを付͚ͯい·͢ɻ



૯ிࣷ　℡92-3111
古河ிࣷ　℡22-�111
ிࣷ　℡��-1�11ࡾ
のӺ　֤課௨電話番号߁݈
古河ࢱのձؗ　֤課௨電話番号

֤ிࣷの住所は33ϖーδを͝ཡください
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⑳
市
民
体
育
祭

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技


　࣌
5
月
４
日
㈰
9
時


ॴ　
古
河
テ
ニ
ス
場
ほ
か

ର
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

※
中
学
生
以
下
は
参
加
不
可
。

අ
༻　

連
盟
加
盟
・
一
般
：
1
ペ
ア

２
千
円
、
高
校
生
：
1
ペ
ア
千
円

内
༰　
①
一
般
男
子
の
部
②
一
般
女
子

の
部
③
男
子
45
歳
以
上
の
部
④
女
子
40
歳

以
上
＆
男
子
60
歳
以
上
の
部
⑤
女
子
60
歳

以
上
＆
男
子
70
歳
以
上
＆
初
級
者
の
部

※
④
⑤
は
男
女
ペ
ア
可
。

※
公
認
の
テ
ニ
ス
ウ
エ
ア
と
シ
ュ
ー
ズ

を
使
用
す
る
こ
と
。

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
4
月
14
日
㈪

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
氏
名
と
緊
急
連
絡

先
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ɾ
　

古
河
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟(

担
当
：
上
田
℡
０
９
０
‐

２
６
６
３
‐
２
３
８
７
、
廣
川

M
D@

IiroLBX
B!

sIirt.oDn.ne.jp )

古
河
市
民
ゴ
ル
フ
大
会


　࣌
5
月
６
日
㈫
７
時

ର
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

අ
༻　
1
万
1
千
円(

プ
レ
ー
・
食
事

  
ス
ポ
ー
ツ

イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
4
月
28
日
㈪
か
ら
順
次
開
始
し
ま
す
。

内
༰　
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
、
ア
ス
ル
ン

体
操
、
い
き
い
き
健
康
体
操
、
わ
く
わ

く
ス
テ
ッ
プ
、
か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

エ
ア
ロ

※
各
教
室
の
日
時
、
対
象
、
費
用
な
ど

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ɾ
　
4
月
10
日
㈭
～
24
日
㈭
９

時
～
20
時(

日
曜
日
は
16
時
30
分
ま
で)

に
本
人
が
直
接
申
し
込
み

イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

℡
９
２
‐
９
０
０
０

エ
イ
ブ
ル
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン

タ
ー
特
別
パ
ス
ポ
ー
ト
の
販
売

　
月
会
費
プ
ラ
ス
千
円
で
2
カ
月
利
用

で
き
ま
す
。

ର
　
パ
ス
ポ
ー
ト
新
規
購
入
者

අ
༻　
各
パ
ス
ポ
ー
ト
料
金(

1
カ
月

分)

に
千
円
プ
ラ
ス

ൢ
ച
ظ
　ݶ
５
月
31
日
㈯

ਃ
ࠐ
ɾ

ɹ
エ
イ
ブ
ル
ス
ポ
ー
ツ
交
流

セ
ン
タ
ー
℡
２
２
‐
３
５
０
０

　市Ӧ住ೖډ者募ू

 4月30日　ݶظूื
入ࢦډఆ日　6月1日 
入ډ資֨　公営住法・市ྫに基づく

ਃࠐ　申込書と必要書類を 営繕住課に提出
※申込書は 営繕住課にあります。
問　 営繕住課

※各住にはエレベーターがありません。

ॅ名 ୯入ډ ྉ(Ո)༺ ؒऔり උߟ

4月募集
(ଟ数抽選)

上辺見
(上辺見2500)

ෆ可

収入等に応じて
17,500円～

中火3֊建、2֊
3D,(和6・和6・༸6・D,)

෩࿊持ち込み

ククϠ
(三和176-18)

収入等に応じて
18,000円～

中火3֊建、2֊
2LD,(和6・和6・༸6・D,)

随時募集
(先着)

城ֲ外
(ொ9-2ࡩ)

可 収入等に応じて
13,100円～

中火4֊建、4֊
2D,(和6・和4.5・D,)

ククϠ
(三和176-18)

ෆ可

収入等に応じて
18,000円～

中火3֊建、2֊
2LD,(和6・和4.5・D,)

上辺見
(上辺見2500)

収入等に応じて
17,200円～

中火3֊建、1֊
3D,(和6・和6・༸6・D,)

ү部第一
(ү部16-1)

収入等に応じて
12,600円～

中火4֊建、4֊
2D,(和6・和4.5・D,)

※4月募集の物݅は今回応募がなかった場合、6月2日 から随時募集となります。
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代
、
参
加
費
込
み)

ڝ
ٕ
ํ
๏　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
新
ペ
リ
ア
方
式

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
４
月
25
日
㈮

ਃ
ࠐ
ɾ
　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

℡
２
２
‐
４
０
０
０

⑳
近
隣
少
年
相
撲
大
会


　࣌
５
月
10
日
㈯
9
時


ॴ　
イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

ର
　
小
学
生

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
４
月
25
日
㈮

ਃ
ࠐ
ɾ
　
古
河
市
相
撲
少
年
団(
担

当
：
益
子)

℡
０
９
０
‐
７
２
５
６
‐

２
０
３
８

⑳
市
民
体
育
祭
テ
ニ
ス
競
技

˙
உ
ࢠ
ɾ
ঁ
ࢠ
μ
ϒ
ϧ
ε
Φ
ồ
ϓ
ϯ


　࣌
5
月
18
日
㈰
9
時


ॴ　
イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園
ほ
か

ର
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
、
古
河
市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者

ఆ
һ　
男
女
各
60
ペ
ア

අ
༻　
１
ペ
ア
２
５
０
０
円

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
５
月
７
日
㈬
18
時

ਃ
ࠐ
ɾ
　
古
河
市
テ
ニ
ス
協
会

LoHBtennis!
yBIoo.Do.jp

  

募
集

古
河
市
災
害
時
協
力
井
戸
の
登
録

　
大
規
模
な
災
害
の
発
生
時
、
所
有
す

る
井
戸
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
は
地
域
の
助

け
合
い
が
必
要
で
す
。
協
力
い
た
だ
け

る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

消
防
防
災
課

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

ื
ू
ਓ
　
①
③
④
1
人
、
②
2
人

Ԡ
ื
ࢿ
　֨
①
言
語
聴
覚
士
②
③
保
育

士
④
相
談
支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
に

加
え
、
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

ۈ

内
༰　
①
②
③
発
達
に
遅
れ
や
偏

り
の
あ
る
児
童
へ
の
指
導
・
訓
練
④
発

達
に
支
援
が
必
要
な
児
童
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
書
の
作
成
と
相
談

ۈ


ॴ　
古
河
福
祉
の
森
会
館

ޏ
༻
ظ
　ؒ
６
月
1
日
～
令
和
８
年
3

月
31
日(

再
度
任
用
の
場
合
あ
り)

ۈ

࣌
　ؒ
①
②
月
～
金
曜
日
の
う
ち

週
4
日
③
月
～
金
曜
日
の
う
ち
週
３
日

④
月
～
金
曜
日
、
8
時
30
分
～
17
時
15
分

ใ
ु
ɾ
څ
ྉ　
①
時
間
給
１
５
６
６
円

～
１
６
４
４
円
②
③
時
間
給
１
４
１
２

円
～
１
５
３
６
円
④
月
額
23
万
円
～

24
万
１
４
０
０
円


۰　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、労
務
災
害
補
償
、有
給
休
暇
、

期
末
・
勤
勉
手
当
あ
り

ਃ
ࠐ
ɾ
　
４
月
18
日
㈮
ま
で
に
履
歴

書
、
経
歴
確
認
書
、
資
格
証
明
書
の
写

し
を
提
出

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
４
８
‐
７
０
４
０

花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア


ॴ　
丘
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
内

ର
　
年
間
を
通
じ
て
活
動
が
可
能
な

個
人
ま
た
は
団
体

内
༰　
花
苗
の
植
え
替
え
、
水
や
り
、

除
草
等
の
維
持
管
理

ਃ
ࠐ
ɾ
　

都
市
計
画
課

観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド

ื
ू
ਓ
　
若
干
名

Ԡ
ื
ࢿ
　֨
市
内
在
住
で
古
河
市
の
歴

史
や
文
化
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人

※
５
月
第
3
週
か
ら
月
２
～
3
回(

全

10
回)

の
研
修
を
予
定
。

අ
༻　
2
千
円(

年
会
費)

ਃ
ࠐ
ظ
　ؒ
４
月
1
日
㈫
～
25
日
㈮

(

受
付
時
間
：
10
時
～
15
時)

ਃ
ࠐ
ɾ
　

古
河
市
観
光
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
ガ
イ
ド
協
会(

古
河
駅
構
内
古
河

市
観
光
案
内
所)

℡
３
０
‐
３
４
３
４

  

そ
の
他

菊
の
育
て
方
講
習
会

ظ
　
4
月
19
日
㈯
、
5
月
17
日
㈯
、
6

月
21
日
㈯
、
7
月
12
日
㈯
、
8
月
16
日
㈯

࣌
　ؒ
10
時
～
12
時


ॴ　
サ
ン
ワ
設
計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

西
側
の
菊
花
育
成
事
業
場

ఆ
һ　
10
人

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
4
月
15
日
㈫

ਃ
ࠐ
ɾ
　
古
河
市
菊
花
会(

担
当
：

針
貝)

℡
０
８
０
‐
１
２
２
３
‐

６
７
７
７

行
政
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

ظ
　
①
4
月
19
日
㈯
②
4
月
26
日
㈯

③
5
月
24
日
㈯

࣌
　ؒ
10
時
～
13
時


ॴ　

①
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
ス

ペ
ー
ス
Ｕ
古
河
②
野
本
電
設
工
業
コ
ス

モ
ス
プ
ラ
ザ(

庁
舎
3
階)

③
中
央
公
民
館

内
༰　
相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
家

族
信
託
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題

※
予
約
不
要
。
先
着
。

　

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
西
支
部

(

担
当
：
浅
見)

℡
５
１
‐
５
９
６
９

˞ྩ7年ɺ古河市は合ซ20प年で͢ɻ主なΠϕントにʮ合ซ20प年ه೦ʯのףを付͚࣮ͯ施しͯい·͢ɻ
ରとなΔ事業にはɺλΠトϧの಄にᶖを付͚ͯい·͢ɻ



૯ிࣷ　℡92-3111
古河ிࣷ　℡22-�111
ிࣷ　℡��-1�11ࡾ
のӺ　֤課௨電話番号߁݈
古河ࢱのձؗ　֤課௨電話番号

֤ிࣷの住所は33ϖーδを͝ཡください
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宇
都
宮
線
久
喜
～
古
河
駅
間
の

列
車
が
運
休
に
な
り
ま
す

　
宇
都
宮
線
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

工
事
に
伴
い
列
車
が

運
休
に
な
り
ま
す
。
運
休
区
間
で
バ
ス

に
よ
る
代
行
輸
送
を
行
い
ま
す
が
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
他
の
鉄
道
会
社

へ
の
振
替
輸
送
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
代
行
輸
送
・
振
替
輸
送
の
利
用
に

は
、
利
用
区
間
の
乗
車
券
や
定
期
券
が

必
要
で
す
。

ӡ
ٳ
ظ
　ؒ
5
月
4
日
㈰
22
時
ご
ろ
～

5
月
５
日
㈪
７
時
40
分
ご
ろ

　
JR
東
日
本
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

℡
０
５
０
‐
２
０
１
６
‐
１
６
２
０

(

受
付
時
間
：
5
月
3
日
㈯
9
時
～
21

時
、
5
月
4
日
㈰
6
時
～
23
時
、
5
月

5
日
㈪
6
時
～
11
時)

サ
ン
ワ
設
計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
の
予
約
開
始

　
５
月
１
日
か
ら
の
営
業
開
始
に
伴

い
、
４
月
１
日
よ
り
予
約
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。
詳
細
は
、
サ
ン
ワ
設
計

ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
平
成
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ɾ
　
サ
ン
ワ
設
計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー

ク
「
平
成
館
」
℡
９
１
‐
２
０
８
０

就
職
に
関
す
る
悩
み
相
談

　

就
職
し
て
も
す
ぐ
辞
め
て
し
ま
う

人
、
働
き
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
人
な
ど
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ظ
　
金
曜
日(

祝
日
を
除
く)

࣌
　ؒ
13
時
～
16
時


ॴ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古
河

ର
　
就
職
の
悩
み
が
あ
る
15
歳
～
49

歳
ま
で
の
人
、
ま
た
は
保
護
者
等

ਃ
ࠐ
ظ
　ݶ
相
談
日
前
日
16
時

ਃ
ࠐ
ɾ
　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

受
付
時
間
：

火
～
土
曜
日
、9
時
30
分
～
17
時
30
分)

℡
０
２
９
６
‐
５
４
‐
６
０
１
２

IolB!
iX

-sBposVte.orH

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談

ظ
　
①
４
月
14
日
㈪
②
４
月
15
日
㈫

③
４
月
17
日
㈭

࣌
　ؒ
13
時
30
分
～
16
時


ॴ　
①
下
妻
市
商
工
会
館(

下
妻
市

長
塚
74
‐
１)

②
茨
城
県
弁
護
士
会
館

(

水
戸
市
大
町
２
‐
２
‐
75)

③
茨
城

県
弁
護
士
会
土
浦
支
部(

土
浦
市
中
央

１
‐
13
‐
３
大
国
亀
城
公
園
ハ
イ
ツ

３
０
４)

ఆ
һ　
各
5
人(

先
着)

ਃ
　ࠐ
４
月
1
日
㈫
10
時
～

①
下
妻

相
談
セ
ン
タ
ー
℡
０
２
９
６
‐
４
４
‐

２
６
６
１
②
水
戸
相
談
セ
ン
タ
ー
℡

０
２
９
‐
２
２
７
‐
１
１
３
３
③
土
浦

相
談
セ
ン
タ
ー
℡
０
２
９
‐
８
７
５
‐

３
３
４
９

　
茨
城
県
弁
護
士
会
事
務
局

℡
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
５
０
１

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
隊
一
般
幹
部

候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

˙
ࣗ
Ӵ
ୂ
Ұ
ൠ

ީ
ิ
ੜ

Ԡ
ื
ࢿ
　֨

18
歳
以
上
33
歳
未
満(

採

用
予
定
月
の
１
日
現
在)

ࢼ
ݧ
　
1
次
：
5
月
17
日
㈯
～
25
日

㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１
日
、
２
次
：
6

月
14
日
㈯
～
29
日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る

1
日

ड

ظ
　ݶ
5
月
7
日
㈬

■
ࣗ
Ӵ
ୂ
Ұ
ൠ
װ
෦
ީ
ิ
ੜ

Ԡ
ื
ࢿ
　֨
22
歳
以
上
26
歳
未
満
［
大

学
を
卒
業(

見
込
み
含
む)

し
た
20
歳
以

上
22
歳
未
満
、修
士
課
程
修
了
者
等(

見

込
み
含
む)
で
28
歳
未
満
］

ࢼ
ݧ
　

(
第
1
回)

１
次
：
4
月
12
日

㈯
・
13
日
㈰(
13
日
は
飛
行
要
員
の
み)

、

２
次
：
6
月
1
日
㈰
～
７
日
㈯
の
う
ち

指
定
す
る
日
、
３
次
：
海
上
・
航
空
の

飛
行
要
員
で
2
次
試
験
合
格
者
の
み

(

第
２
回)

１
次
：
６
月
14
日
㈯
、２
次
：

7
月
26
日
㈯
～
8
月
１
日
㈮
の
う
ち
指

定
す
る
日
、
３
次
：
海
上
・
航
空
の
飛

行
要
員
で
2
次
試
験
合
格
者
の
み

ड

ظ
　ݶ

(

第
1
回)

4
月
４
日
㈮

(

第
２
回)

6
月
６
日
㈮

※
自
衛
官
候
補
生
は
随
時
募
集
中
。

ਃ
ࠐ
ɾ
　
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本

部
筑
西
地
域
事
務
所
℡
０
２
９
６
‐

２
２
‐
７
２
３
９

4݄のೲ੫なͲ
納期ݶおよͼ口࠲振ସ日は

4݄30日 

固定資産税・都市計画税 　　　　第1期
保育料　　　　 　　　　　   　　     4月分  
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֤छ相ஊのごҊ

   

市所֤ிࣷҊ
総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷ொ38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康のӺ　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒Ӌࠜ1501
古河福祉の会館　℡48-6882　

　　　　　　　　　　〒306-0044古河市新ٱ田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分ï祝日・年末年始を除くð
˗古河市へのご提Ҋ等は、右の送信フォームからも
　受け付けています

相談窓口が分からない場合は、 市民協働課へご連絡ください

ਓޱ (3月1日現在)

۠ 日ظ 時ؒ 場所 ༧ ਃࠐ・問

市民の法律相談

5/9 
13時～16時40分
※相談時間は1人30分
まで。

1֊会議室102 要予約
5/1 8時30分～
※同じҊ݅での࠶
相談はできません。
※各日7。 市民協働課

5/13  3֊会議室A
5/15  中央公民館2֊
5/23  1֊会議室102

行政相談 5/14  10時～12時 1֊会議室102 要予約
5/1 8時30分～

税務相談 5/13  13時30分～16時30分 1֊会議室102 要予約4/9 ～
9時～16時

関౦信ӽ税理࢜会古河支部
℡31-1540(௶野)

在住外国人
生活相談 月～金 8時30分～17時15分 ふるさと館 国語での相談の

み要予約(火・水)
外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

ঁ性相談・家ఉ児童相談 月～金 8時30分～17時15分 古河福祉の会館 ෆ要 子育てแׅ支援課℡48-6884

D7相談 月～金 9時～17時 ඇ公開 要予約 古河市配ۮ者力相談支援
センター℡48-2280

心の健康相談 4/24  13時30分～15時 健康のӺ 要予約 健康づくり課
℡48-6883

ब学相談 月～金 8時30分～17時15分 指導課 要予約 指導課

োがい者相談 4/17  13時30分～15時30分 野本電設工業コスモスプ
ラザ会議室1 ෆ要 োがい福祉課℡92-4919

認知症・高ྸ者に関する
個別相談 月～金 8時30分～17時15分 高ྸ者サポートセンター

古河・総和・三和 ෆ要
古河℡23-6517
総和℡23-5661
三和℡77-3740

出ு年金相談
4/16 

10時～14時30分 古河商工会議所
（1189-4ߵ）

3/17 ～ 下館年金事務所
℡0296-25-08295/21  4/21 ～

消費生活相談 月～金 9時～12時
13時～16時

古河市消費生活センター
( 産業戦略課内) ෆ要 古河市消費生活センター

℡23-1718

人ݖ相談 5/7  13時～15時 1֊市民相談室
1֊相談室1-3

要予約  ～4/23 
別日希望者応相談 人ݖ推進課

人ݖ生活相談 第2・4土曜日
9時30分～11時30分 ྡ保館

要予約 ྡ保館℡48-1989
広域ྡ保人ݖ生活相談

月・木9時30分～11時30分
山田相談員 1֊市民相談室

火・木・金(4/29を除く)10時～12
時、็相談員 第2庁舎

ひきこもり相談 月～金
9時～16時45分 さんΆ相談室

(本ொ2-9-16-303)
要予約

さんΆ相談室
℡070-4492-1770

8時30分～17時15分 たんΆΆ館 古河市生活支援センター
℡92-7017

生活ځࠔ者相談
(家計・ब労支援) 月～金 8時30分～17時15分 たんΆΆ館 要予約 古河市生活支援センター

℡92-7017

心配ごと相談 水 13時30分～15時30分
古河福祉の会館/三和
地域福祉センター(会場
ྠ番)

要予約 古河市社会福祉協議会
℡48-0808

住民基本ாから
総人口 139,600人(ɻ 150)
உ 70,803人(ʵ80)
ঁ 68,797人(ʵ70)
ੈଳ
             65,634世帯(ɻ 36)
 ( 　)内は前月ൺ
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２月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部ൈਮ)をհします！

を
応
援
し
た
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。(

う
る
み
ん
。・
40
代)

◆
市
の
人
口
が
減
っ
て
い
る
こ

と
が
衝
撃
で
し
た
。
市
民
と
し

て
何
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
な
と
思
い
ま
す
。

(

け
ん
ぽ
ー
こ
丸
・
20
代)

◆
古
河
市
の
広
報
は
、
市
民
と

一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
市
と
つ
な
が
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
び

と
な
る
内
容
、
制
度
の
周
知
、

市
民
の
活
動
・
思
い
、
す
て
き

な
写
真
の
数
々
…
。
作
成
側
の

熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

(

チ
ョ
コ
大
臣
・
30
代)

◆
小
中
高
生
対
象
の
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
利
用
で
き
る
施
設
を

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

(

ち
び
ち
ょ
こ
・
50
代)

◆
将
棋
の
名
人
戦
を
生
で
見
に

行
き
た
い
！(

よ
ー
い
・
50
代)

˙
い
Α
い
Α
৽
年
度
͕
࢝
ま
Γ

ま
し
ͨ
Ố

ڥ
の
ม
化
Ͱ
ମ
ௐ

Λ
่
し

す
い
࣌
ظ
Ͱ
す
Ố
ແ

ཧ
ͤ
ͣ
ỏ
ࣗ

の
ϖ
ồ
ε
Ͱ
ա

͝
し
ま
し
Ỷ
͏
Ố

◆
普
段
、
若
い
世
代
の
人
を
見

か
け
な
い
の
で
、
二
十
歳
の
つ

ど
い
の
記
事
と
写
真
が
良
か
っ

た
で
す
。(

な
る
さ
わ
・
50
代)

◆
は
な
ま
る
猫
の
会
の
代
表
を

務
め
る
矢
島
さ
ん
は
、
同
じ
町

内
に
住
ん
で
お
り
、
わ
が
家
で

余
っ
た
尿
取
り
シ
ー
ト
な
ど
を

寄
附
し
て
い
ま
す
。
譲
渡
会
の

日
に
は
、
か
わ
い
い
猫
ち
ゃ
ん

た
ち
に
会
い
に
行
き
ま
す
。

(

カ
ズ
ミ
ン
・
60
代)

◆
「
わ
た
し
の
夢
」
の
諏
訪
大

悟
さ
ん
の
表
情
が
す
て
き
で
し

た
。
優
し
さ
と
強
さ
が
感
じ
ら

れ
、
警
察
官
に
な
る
と
い
う
夢

ಢ木市(ಢ木県)
˙大ॏల　ʕ౦ւಓޒर࣍ࡾと
ઇ݄Ֆ　叙のੈքʕ
　Վ川広重に焦点を当て、東海道
五र三次や名所江戸百ܠなどの名
所ֆのほか、චඒ人画、ٔ画な
ども加えた約200点をհします。
 4月12日ʙ6月15日　ؒظ
時ؒ　9時30分ʙ17時(入館は16
時30分まで)
場所　ಢ木市立ඒज़館
(入स町7-26)
日　月曜日ؗٳ
費༻　800円(中学生以下無料)
問　ಢ木市立ඒज़館
ί0282-25-5300

野木ொ(ಢ木県)
˙एのݪଜ公Ԃのࣳࡩ 
　ྫ年4月ࠒから地元の人が管理するࣳࡩが見事に咲
きތり、ٰ一໘がピンク色にછまります。
　のんͼりとした自然の中で春のଉਧを感じてみませ
んか。
場所　若ྛ771
問　産業振興課 
ί0280-57-4152

加ਢ市(࡛ۄ県)
˙第16ճՃਢ市民ฏࡇ
δャンϘ͜いの΅り༡ӭ　
　全長100メートル、重さ330キ
ログラムの世界一の「ジャンボこ
いの΅り」が大空をӭぎます。
日　5月3日(Ӎ天時は5月4日ظ
 に順Ԇ)
場所　利ࠜ川河川ෑ緑地公園ほか
༰　平和式య、ステージイベン
ト、物産の直ചなど
※詳細は、加ਢ市ホームページを
ごཡください。
問　観光振興課
ί0480-62-1111

൘ொ(܈അ県)
˙ே෩会ֆ画ల
　会員のօさんが描いた෩ܠ画、
人物画、੩物画などの作を展示
します。
 4月10日 ʙ20日　ؒظ
時ؒ　9時ʙ16時30分(最終日は
15時まで)
場所　わたらせ自然館
(海老4663-1)
問　わたらせ自然館
ί0276-82-1935

小山市(ಢ木県)
　༡܈の΅りޥ˙
　およそ100ඖのޥの΅りが春෩にいながら元気に
ӭぎます。4月上०ࠒまでは、ޥの΅りとࡩのコラボ
レーションを楽しむことができます。
5月6日 まで　ؒظ
場所　小山総合公園
(外城371-1)
問　小山市観光ڠ会
ί0285-30-4772



ઃのѪশࢪ
ίεモεプϥβ(ࡾҬަྲྀηンλー)、
いͪΐ͏プϥβ(ӺҬަྲྀηンλーð、
古河はなମҭؗï中ԝӡಈެԂ૯合ମ
ҭؗ)、古河ެ

ㆎ ㆼ ㆄ

方ެԂ(古河૯合ެԂ)
広 ࠂ

※有料広ࠂ掲載については、 シティプロモーション課(℡92-3111)へお問い合わせください。
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広ࠂ内容などについては、広ࠂスポンサーに直お問い合わせください
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https://namikihoken.com

古河市谷貝694-1
TEL.0280-78-0738

保険のことなら
お任せください！

無料相談会実施中

古河店

📞📞0280‐23‐4901
リハビリ特化型３時間デイサービス

公式+3

私たちは、イオングループのリハビリデイサービスです

所在地：イオン古河店1階（ビバホーム向かい）

介護予防・リハビリのデイサービス

（土日祝日休業）
ご見学も可能ですのでお気軽にお問い合わせ下さい！

202�年2月開店

日野自動車 古河工場 期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

ご予約・お問い合わせ：日野自動車採用センター  　  0120-541-376

https://www.hino-works.infoWEB

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

詳細はコチラ！>>>

 

介護保険施設

 

つばさ 

つばさ 

古河市宮前町 5-2 

☎23-3764 

地域密着型 

つばさＤｕｏ 

古河市大山 1770-1 

☎33-6202 

つばさ 

古河市西町 11-36 

☎22-3348 

グループホーム 
認知症対応型入居施設 通所介護施設 

デイサービス 



◀

シロツメクサに囲まれて

【問】 シティプロモーション課

～みんなに伝えたい古河の魅力～

　あなたのくらしに欠かせない古河の魅力は
何ですか？　右の送信フォームから教えてく
ださい。お送りいただいた写真の中から、毎
月1枚掲載します。

令和7年4月1日発行
発行：古河市役所　〒306-0291 茨城県古河市下大野2248 ℡ 0280-92-3111
編集：シティプロモーション課　Mail：city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp

読者アンケート

city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」としてください）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 シティプロモーション課

Q１   今月号で良かった内容や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   お気に入りの場所やオススメのお店を教えてください

アンケート

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。また、い
ただいたご意見には個別回答いたしませんのでご了承ください。

「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください

は が き で 応 募

メ ー ル・ 2 次 元 コ ー ド で 応 募

今月のプレゼント

4/15
必着

皆さんの「こがでくらすと」募集中！

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
※当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。

【お店をPRしませんか】
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を随時募集
しています。詳細は、シティプロモーション課までご連絡ください

古河市在住67年　ピーター さん

　柴犬を飼ってから、古河公
く

方
ぼ う

公園に毎日散歩に出かけ
ています。
　広い公園には四季折々の花たちが美しく咲いていて、
愛犬にとっても、私にとっても大好きな場所です。散歩
中、愛犬がゆっくり過ごしている時には、花の首飾りを
作って頭にのせてあげます。

(一社)古河市観光協会
からのプレゼント

古河ブランド認証品
珈琲物語　鷹見泉石(4個)　5名様

こがでくらすと
愛犬もご満悦

お散歩中の癒やしスポット
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